
「クレヨンで描いた	 おいしい魚図鑑」	 ご案内 
 
先日一冊の本が出版社から送られてきました。 
「クレヨンで描いた	 おいしい魚図鑑	 加藤休ミ作」です。 
ページを開くといきなり「おわび」から始まりました。「・・・実は、加藤休ミ先生、い

や、休ミ先生のクレヨンが、魚をおいしく描きすぎてしまいました。普通の魚図鑑をつく

るつもりが、マサバは照りのいい文化干しに、金目鯛が煮付けに、ビンナガマグロは、ツ

ナ缶に・・・・」ということで、各ページおいしそうな焼き魚や刺身や煮つけが、ドーン

と載っています。本当にクレヨンで描いたの？	 とチョッと疑ってしまいました。 
晶文社の本書広報担当の浅間様から、本書のトピックスをいただきました。 
「作者のヤスミさんは釧路江南高校を卒業後、上京し、21 歳からクレヨン画を描き始めまし

た。得意とする食べ物の絵では、実物以上の「おいしそう」を追求し、調理済みにもかかわらず

生命を感じる仕上がりとなっています。画材は普通のクレヨンとクレパスで、何度も塗りを重ね、

伸ばしたり、カッターや爪楊枝で削ったりしながら、めざす質感を作り出していくそうです。	

書店でもご好評いただいていますが、公共図書館、学校図書館でよくご購入いただいているの

が特長です。	

日本の魚食は海外でも関心が高まっているそうなので、ひそかに版権輸出も期待しています。	

 
詳しい内容は次ページのチラシをお読み下さい。興味のある方は本屋さんで実物を手に

とってご覧ください。お代は 1600円＋税です。	
	

	



	


